
次
世
代
再
生
産
が
難
し
く
な
る

月日窪田

厚
生
労
働
省
が
昨
年
ロ
月
に
発
表
し

た
人
口
動
態
統
計
年
間
推
計
に
よ
れ

ば
、
2
0
1
6年
の
出
生
数
は
mm
万
1

千
人
で
、

1
9
4
7年
の
統
計
開
始
以

来
初
の
1
0
0万
人
割
れ
と
な
っ
た
。

決
定
的
要
因
は
未
婚
率
の
上
昇
で
あ

り
、
出
生
率
低
下
の
8
割
が
未
婚
化
に

起
因
す
る
。
同
推
計
に
よ
れ
ば
2
0
1

6
年
の
婚
姻
率

（人
口
総
数
に
対
す
る

婚
姻
件
数
の
出
率
、
千
人
当
た
り
）
は

過
去
最
低
の
5
・
0
と
な
っ
た
。
4

2
0
1
0
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ

ば
、
周
年
の
生
涯
未
婚
率

（印
歳
時
の

未
婚
率
）
は
男
性
別

・
1
w初
、
女
性
叩

・
6
俗
で
あ
る
。
1
9
8
0年
の
2
・

6
勉
、
4
・
5
必
に
比
べ
て
劇
的
な
増

加
で
あ
る
。
厚
労
省
の
別
の
統
計
に
よ

れ
ば
2
0
1
5
年
の
同
比
率
は
男
性
2

・
8
wm、
女
性
日

・
9
務
で
あ
る
。
高

い
生
涯
未
婚
率
は
、
日
本
の
社
会
に
お

い
て
、

次
世
代
再
生
産
の
プ
ロ
セ
ス
が

勝
臆
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
に
は
2

つ
の
出
っ
張
り
が
あ
る
。
－
つ
は
1
9

4
7
1
幼
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
で
あ

り
、
も
う
1
つ
が
礼
j
礼
年
生
ま
れ
の
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可否

1‘ 、

れ
印

・
7
w初
、
白
・

6
wmの
専
業
主
婦

が
同
意
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
は

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
よ
り
も
っ
と

踏
み
込
ん
だ
「
家
族
政
策
」
の
必
要
性

を
訴
え
る
。

「家
族
の
生
存
権
」
を
保
障
せ
よ

1
0
0万
人
割
つ

た
出
生
数
の
衝
撃

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
で
あ
る
。
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
が
生
む
子
供
の
増
加
に
よ
り
2

0
0
0年
あ
た
り
で
第
3
次
ベ
ビ
l
ブ

ー
ム
が
到
来
す
る
は
ず
で
あ
り
、
旧
厚

生
省
も
そ
う
推
計
し
て
い
た
の
だ
が
、

そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
未
婚
率
の
顕

著
な
上
昇
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

仕
事
と
育
児
支
援
で
は
解
決
し
な
い

未
婚
率
は
な
ぜ
予
測
を
裏
切
る
速
度

で
上
昇
し
た
の
か
。
一
つ
に
は
、
こ
の

間
に
進
め
ら
れ
た
新
自
由
主
義
的
市
場

改
革
に
よ
り
終
身
雇
用

・
年
功
序
列
の

慣
行
が
崩
れ
始
め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
も
加

わ
っ
て
雇
用
環
境
が
極
度
に
不
安
定
化

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
正
規
雇

用
の
増
加
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
も
う

一
つ
に
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な

ど
が
女
性
の
労
働
市
場
参
入
を
促
進

し
、
非
婚
、
晩
婚
、
無
子
化
を
も
た
ら

し
た
。
新
自
由
主
義
的
な
市
場
改
革

は
、
少
子
化
の
定
着
に
よ
り
日
本
の
人

口
構
造
に
手
ひ
ど
い
負
の
遺
産
を
残
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

~ 
面岡百＝

政
府
と
て
こ
の
歴
史
的
失
敗
に
気
づ

い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
子
育
て

支
援
と
ワ
l
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
適

正
化
と
い
う
、
つ
ま
り
は
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
策
を
提
唱
し
て
す
で
に
久

し
い
。
し
か
し
こ
の
間
、
少
子
化
は
深

刻
の
度
を
増
す

一
方
で
あ
っ
た
。
婚
姻

率
の
上
昇
、
未
婚
率
の
減
少
に
よ
り
家

族
の
再
生
を
い
か
に
図
る
か
、
こ
の
的

に
矢
を
射
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

結
婚
、
出
産
、
育
児
な
ど
は
本
質
的

に
「
個
の
自
由
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
こ
れ
へ
の
国
家
の
介
入
は
許
さ
れ

な
い
か
の
よ
う
な
セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
呪

拓殖大学学事顧問

渡辺 利夫

縛
さ
れ
て
、
政
府
も
「
家
族
政
策
」
に

は
手
が
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。

両
立
支
援
策
で
は
少
子
化
は
解
消
で

き
な
い
。
少
子
化
の
原
因
が
婚
姻
率
の

減
少
、
未
婚
率
の
上
昇
だ
か
ら
で
あ

る
。
結
婚
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を

妻
に
問
う
厚
労
省
の
第
5
回
全
国
家
庭

動
向
調
査

（2
0
1
4年
）
に
よ
れ
ば

「結
婚
後
は
、
夫
が
外
で
働
き
、
妻
は

主
婦
業
に
専
念
す
べ
き
だ
」

「
子
ど
も

が
3
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
母
親
は
仕
事

を
持
た
ず
育
児
に
専
念
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
、
そ
れ
ぞ

こ
の
点
に
関
し
、
明
治
大
学
の
加
藤

彰
彦
教
授
を
座
長
と
す
る

「国
土
強
靭

化
×
地
方
創
生
総
合
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
が
画
期
的
な
提
言
を
試
み
て
い

る
。
そ
の
基
礎
概
念
は
、
社
会
保
障
の

「
世
代
間
格
差
」
な
ら
び
に
子
育
て
コ

ス
ト
の
「
世
代
内
格
差
」
の
2
つ
で
あ

る
。
年
間
2
0
0万
人
出
生
の
分
厚
い

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る

の
は
羽
年
前
後
で
あ
る
一
方
、
こ
の
世

代
の
3
割
が
無
子
で
あ
る
。
未
婚
率
の

高
い
若
年
現
役
世
代
が
彼
ら
を
養
わ
ね

ば
な
ら
な
い
コ
ス
ト
は
耐
え
難
く
重

い
。
こ
れ
が
世
代
間
格
差
で
あ
る
。

無
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
高
齢
者
は
子

育
て
の
費
用
を

一
切
支
払
う
こ
と
な

く
、
有
子
世
代
が
支
払
う
社
会
保
障
費

に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
る

「
フ
リ
l
ラ
イ

ダ
l
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
世
代
内
格
差

で
あ
る
。
子
供
1
人
を
育
て
上
げ
る
の

に
必
要
な
費
用
は
2
千
万
円
か
ら
3
千

万
円
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
の
コ

ス
ト
を
費
や
し
、
な
お
他
人
の
社
会
保

障
費
の
一
部
ま
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
な
れ
ば
、
結
婚
に
希
望
を
も

で
ず
、
出
産

・
育
児
に
消
極
的
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

政
府
は
昨
年
6
月
の
閣
議
で
決
定
し

た
「
ニ
ッ
ポ
ン
1
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
「
希
望
出
生
率
1
・
8
」
を

標
梼
し
た
。
そ
の
実
現
に
は
第
3
子
以

上
を
希
望
す
る
夫
婦
の
増
加
が
不
可
欠

．
で
あ
る
。
現
状
で
は
有
配
偶
者
の
多
く

が
経
済
的
理
由
の
た
め
に
第
3
子
以
上

の
希
望
を
果
た
せ
な
い
で
い
る
と
い

う
。
彼
ら
に
累
増
的
な
加
算
支
援
を
施

す
こ
と
で
「
多
子
志
向
・
家
族
志
向
」

の
夫
婦
を
増
加
さ
せ
、
同
時
に
低
所
得

者
層
に
対
し
て
第
1
子
、
第
2
子
へ
の

加
算
給
付
を
行
う
、
と
い
う
の
が
提
言

の
骨
子
で
あ
る
。

憲
法
第

μ条
に
家
族
保
護
規
定
を
導

入
せ
よ
。
さ
ら
に
憲
法
第
お
条
の

「個

人
の
生
存
権
」
を
実
質
的
に
担
保
い
て

い
る
も
の
が
家
族
で
あ
る
以
上
、

家
族

再
生
産
の
権
利
、
つ
ま
り
は
「
家
族
の

生
存
権
」
を
保
障
す
る
旨
を
書
き
込
む

べ
し
、
と
も
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
き

わ
め
て
ま
っ
と
う
な
提
言
に
沿
う
対
応

を
政
府
は
急
が
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
わ
た
な
べ
と
し
お
）
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